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４４／／１１

指指
定定
都都
市市
へへ

４４／／１１

５５
市市
がが
特特
例例
市市
へへ

３３／／３３１１

２２
市市
でで
編編
入入
合合
併併

安
倍
晋
三
・
内
閣
総
理
大
臣
は

３
月
１６
日
、
地
方
分
権
改
革
推
進

委
員
会
の
７
委
員
の
人
選
を
固
め

た
。
こ
れ
を
受
け
３
月
２９
日
、
国

会
同
意
人
事
で
あ
る
同
委
員
会
委

員
の
人
事
案
は
衆
参
両
院
で
諮
ら

れ
、
両
院
で
同
意
が
得
ら
れ
た
た

め
、
候
補
と
な
っ
て
い
た
メ
ン
バ

ー
が
委
員
に
就
任
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
委
員
会
の
発
足
は
４
月
１

日
、
初
会
合
は
４
月
上
旬
に
も
開

か
れ
る
予
定
で
あ
る
。

同
委
員
会
は
、
昨
年
１２
月
８
日

成
立
の
「
地
方
分
権
改
革
推
進

法
」
に
基
づ
き
、
内
閣
府
に
設
置

さ
れ
る
も
の
。
行
政
機
関
や
地
方

公
共
団
体
の
長
に
対
し
、
資
料
の

提
出
、
意
見
の
表
明
、
説
明
な
ど

を
求
め
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い

る
ほ
か
、
行
政
機
関
や
地
方
公
共

団
体
の
業
務
の
運
営
状
況
を
調
査

す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
権
能
を
駆
使
し
、
▽

地
方
へ
の
権
限
委
譲
▽
国
の
補
助

金
▽
地
方
交
付
税
―
―
な
ど
、
地

方
分
権
改
革
の
推
進
に
関
す
る
基

本
的
事
項
を
調
査
審
議
し
、
首
相

が
作
成
す
る
「
地
方
分
権
改
革
推

進
計
画
」
へ
の
具
体
的
な
指
針
を

勧
告
す
る
。

こ
れ
ま
で
同
委
員
会
委
員
の
人

選
に
つ
い
て
六
団
体
は
、
１
月
１９

日
に
開
催
さ
れ
た
「
地
方
財
政
に

関
す
る
総
務
大
臣
・
地
方
六
団
体

会
合
」
�
本
紙
１
６
４
１
号
参
照

�
な
ど
の
場
で
、
地
方
分
権
に
熱

意
と
理
解
を
持
ち
、
地
方
の
実
情

に
詳
し
い
人
物
を
起
用
す
る
よ

う
、
強
く
求
め
て
き
た
。

要
望
の
成
果
も
あ
り
、
委
員
に

は
地
方
側
の
代
表
と
し
て
、
増
田

寛
也
・
岩
手
県
知
事
、
横
尾
俊
彦

・
多
久
市
長
、
露
木
順
一
・
開
成

町
長
が
選
ば
れ
る
な
ど
、
地
方
の

主
張
に
一
定
の
配
慮
が
示
さ
れ
た

陣
容
と
な
っ
た
。

委
員
会
を
支
え
る

事
務
局
に
つ
い
て
は

３
月
２７
日
の
閣
議
決

定
で
、
事
務
局
長
を

は
じ
め
、次
長
３
人
、

参
事
官
３
人
を
置
く
こ
と
な
ど
が

定
め
ら
れ
て
い
る
。

改
革
推
進
法
は
３
年
間
の
時
限

立
法
。
政
府
は
３
年
以
内
に
、
委

員
会
の
勧
告
に
従
い
策
定
さ
れ
る

改
革
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
関
係

法
令
を
ま
と
め
て
改
正
す
る
「
地

方
分
権
改
革
一
括
法
」
を
２２
年
に

開
か
れ
る
通
常
国
会
へ
提
出
す
る

予
定
。
２１
年
度
末
ま
で
に
第
二
期

分
権
改
革
の
推
進
が
図
ら
れ
る
。

就
任
す
る
委
員
７
人
の
顔
ぶ
れ

は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

【
委
員
長
】
丹
羽
宇
一
郎
（
伊
藤

忠
商
事
会
長
）
【
委
員
】
井
伊
雅

子
（
一
橋
大
学
教
授
）、
猪
瀬
直

樹
（
作
家
）、
小
早
川
光
郎
（
東

京
大
学
教
授
）、
露
木
順
一
（
神

奈
川
県
開
成
町
長
）、
増
田
寛
也

（
岩
手
県
知
事
）、
横
尾
俊
彦
（
佐

賀
県
多
久
市
長
）

本
会
会
長
の
国
松
誠
・
藤
沢
市

議
会
議
長
が
３
月
２８
日
付
で
、
会

長
の
職
を
退
任
し
た
。
こ
れ
に
伴

い
、
本
会
会
則
第
８
条
第
２
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
副
会
長
の
嶋
津

隆
之
・
根
室
市
議
会
議
長
が
２９
日

付
で
会
長
代
行
に
就
任
し
た
。
６

月
１９
日
の
本
会
定
期
総
会
で
新
会

長
が
選
任
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
会

長
の
職
務
を
代
行
す
る
。

ま
た
２９
日
、
市
議
会
議
員
共
済

会
で
は
、
副
会
長
の
�
橋
忠
夫
・

白
石
市
議
会
議
長
が
会
長
職
務
執

行
者
に
就
任
し
た
。

４
月
１
日
、
新
潟
県
新
潟
市
、

静
岡
県
浜
松
市
の
２
市
が
中
核
市

か
ら
政
令
指
定
都
市
へ
移
行
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
全
国
の
政
令

指
定
都
市
は
１７
市
と
な
っ
た
。

新
潟
市
は
平
成
１７
年
３
月
、
１０

月
に
１３
市
町
村
と
合
併
し
、
現
在

人
口
約
８０
万
５
０
０
０
人
。
浜
松

市
は
１７
年
７
月
に
１１
市
町
村
と
合

併
、
人
口
約
７８
万
９
０
０
０
人
と

な
っ
て
い
る
。

指
定
都
市
に
な
る
と
、
行
政
区

が
設
置
さ
れ
、
民
生
行
政
、
保
健

衛
生
行
政
、
都
市
計
画
に
関
す
る

事
務
等
の
全
部
ま
た
は
一
部
が
都

道
府
県
か
ら
権
限
移
譲
さ
れ
る
。

ま
た
同
日
、
新
潟
県
長
岡
市
、

上
越
市
、
茨
城
県
つ
く
ば
市
、
群

馬
県
伊
勢
崎
市
、
太
田
市
の
５
市

が
特
例
市
に
指
定
さ
れ
、
全
国
の

特
例
市
は
４４
市
と
な
っ
た
。

特
例
市
に
な
る
と
、
中
核
市
の

事
務
の
う
ち
、
環
境
行
政
に
関
す

る
事
務
な
ど
の
一
部
が
都
道
府
県

か
ら
権
限
移
譲
さ
れ
る
。

３
月
３１
日
、
栃
木
県
宇
都
宮
市

が
上
河
内
町
、
河
内
町
を
編
入
合

併
し
た
。
同
市
は
人
口
約
５０
万
２

０
０
０
人
、面
積
４
１
６
・
８４
平
方

�
、
議
員
定
数
５０
人
と
な
っ
た
。

ま
た
同
日
、
宮
崎
県
延
岡
市
が

北
川
町
を
編
入
合
併
し
た
。
同
市

は
、
人
口
約
１３
万
３
０
０
０
人
、

面
積
８
６
７
・
９７
平
方
�
、
議
員

定
数
３３
人
と
な
っ
た
。

第1647・48号４月５日平成19年
（2007年）

４月５日現在の市数
８０５市

うち
指定都市 １７市
中核市 ３５市
特例市 ４４市
一般市 ６８６市
特別区 ２３区

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

分分
権権
改改
革革
推推
進進
委委
員員
就就
任任
へへ

４
月
上
旬
に
も
初
会
合

会
長
代
行
に
嶋
津
・
根
室
市
議
長

国
松
誠
会
長
が
退
任

新新
潟潟

浜浜
松松

大竹 邦実

嶋津隆之・会長代行
（根室市議長）

（１） 平成１９年４月５日 第１６４７・４８号
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▼
個
人
情
報
保
護
条
例

最
近
、
地
方
分
権
に
伴
う
地
方

の
行
政
体
制
整
備
の
一
環
と
し
て
、

執
行
機
関
の
み
な
ら
ず
、
議
会
に

お
い
て
も
積
極
的
な
情
報
公
開
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。議
会
で
は
、

国
や
独
立
行
政
法
人
、
他
の
自
治

体
職
員
等
の
情
報
の
ほ
か
、
も
っ

と
も
重
要
な
住
民
に
関
す
る
個
人

情
報
を
保
持
し
て
い
ま
す
。現
在
、

普
通
地
方
公
共
団
体
で
は
、
個
人

情
報
保
護
条
例
が
１
０
０
％
制
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
個
人
情
報

保
護
条
例
の
対
象
に
、
議
会
の
保

有
す
る
個
人
情
報
も
加
え
る
べ
き

か
。住
民
の
立
場
で
は
、執
行
機
関

と
議
会
と
の
別
に
か
か
わ
ら
ず
、

個
人
情
報
の
保
護
を
願
う
こ
と
は

当
然
の
こ
と
で
す
。
し
た
が
っ
て

議
会
も
当
然
、
個
人
情
報
保
護
条

例
の
実
施
機
関
と
す
べ
き
で
す
。

そ
れ
で
は
、
議
会
が
個
人
情
報

保
護
条
例
の
対
象
に
な
る
場
合
、

対
象
情
報
を
ど
う
考
え
る
か
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
保
有
個
人
情
報
を

対
象
に
す
る
と
い
う
考
え
方
が
一

般
的
で
あ
り
、
正
当
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
保
有
個
人
情
報
と
は
、

情
報
公
開
条
例
の
対
象
文
書
に
含

ま
れ
る
個
人
情
報
で
す
。
一
般
に

情
報
公
開
条
例
の
対
象
文
書
は
公

文
書
と
称
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
情
報
公
開
条
例
の
対
象
文
書
に

記
録
さ
れ
た
個
人
情
報
を
、
保
有

個
人
情
報
と
い
っ
て
い
ま
す
。

▼
情
報
公
開
条
例

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
情

報
公
開
条
例
の
対
象
に
な
っ
て
い

る
文
書
、
公
文
書
と
は
何
か
と
い

う
こ
と
で
す
。

一
般
的
に
は
、

組
織
共
用
文
書

と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
職

員
の
個
人
的
な

メ
モ
な
ど
は
、
組
織
共
用
文
書
に

あ
た
り
ま
せ
ん
の
で
、
メ
モ
に
個

人
の
名
前
が
書
か
れ
て
い
た
と
し

て
も
、
そ
れ
は
保
有
個
人
情
報
に

は
該
当
し
ま
せ
ん
。

自
治
体
の
中
で
は
未
だ
一
部
、

組
織
共
用
文
書
で
は
な
く
、
決
裁

や
供
覧
と
い
っ
た
事
案
処
理
手
続

き
が
終
了
し
た
も
の
だ
け
を
情
報

公
開
条
例
の
対
象
に
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
に

は
当
然
、
個
人
情
報
保
護
条
例
の

対
象
も
狭
く
な
り
ま
す
。
時
代
遅

れ
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
行

政
機
関
の
情
報
公
開
法
で
は
、
決

裁
や
供
覧
の
よ
う
な
要
件
を
外
し

て
広
く
組
織
共
用
文
書
を
対
象
と

し
、
ほ
と
ん
ど
の
情
報
公
開
条
例

も
同
法
の
規
定
を
受
け
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
最
近
で
は
、
新
し
く
制

定
さ
れ
た
情
報
公
開
条
例
も
組
織

共
用
文
書
の
考
え
方
に
立
っ
て
い

ま
す
か
ら
、
未
だ
に
決
裁
や
供
覧

を
要
件
と
し
て
い
る
条
例
が
あ
る

の
で
あ
れ
ば
、
す
み
や
か
に
改
正

さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
媒
体
に
つ
い
て

は
、紙
の
文
書
に
限
ら
ず
、フ
ロ
ッ

ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
や
磁
気
テ
ー
プ
な

ど
電
磁
的
記
録
の
全
て
を
対
象
に

含
め
る
べ
き
で
す
。現
在
、制
定
さ

れ
て
い
る
情
報
公
開
条
例
や
個
人

情
報
保
護
条
例
の
大
多
数
で
は
、

電
磁
的
記
録
を
も
対
象
に
含
ん
で

い
ま
す
。
電
子
政
府
、
電
子
自
治

体
が
標
榜
さ
れ
て
い
る
時
代
に
、

ど
の
媒
体
に
記
録
さ
れ
た
か
で
開

示
に
つ
い
て
の
取
り
扱
い
が
分
か

れ
る
こ
と
は
、
非
常
に
不
合
理
な

こ
と
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

▼
録
音
テ
ー
プ
の
取
り
扱
い

次
に
録
音
テ
ー
プ
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
で
す
。
例
え
ば
、
速
記

業
者
に
議
事
録
作
成
を
委
託
し
、

速
記
者
が
テ
ー
プ
を
持
ち
込
み
記

録
作
成
の
補
助
と
し
て
利
用
す
る

場
合
、
録
音
テ
ー
プ
は
自
治
体
職

員
が
組
織
と
し
て
共
用
し
て
い
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た

め
、
録
音
テ
ー
プ
は
公
文
書
に
該

当
し
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
自
治
体
職
員
が
会
議

録
作
成
の
た
め
に
録
音
テ
ー
プ
を

補
助
手
段
と
し
て
利
用
し
た
場

合
、
職
務
遂
行
の
た
め
に
利
用
し

て
い
る
の
で
す
か
ら
、
単
な
る
職

員
の
個
人
的
な
メ
モ
と
解
釈
す
る

こ
と
は
困
難
で
す
。
し
た
が
っ

て
、
一
般
的
に
は
公
文
書
に
該
当

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ち
な
み
に
、
国
に
司
法
制
度
改

革
審
議
会
（
司
法
制
度
改
革
審
議

会
設
置
法
に
よ
り
内
閣
に
１１
年
７

月
２７
日
か
ら
１３
年
７
月
２６
日
ま
で

設
置
）
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
答
申

に
基
づ
き
、
裁
判
員
制
度
導
入
あ

る
い
は
法
科
大
学
院
「
ロ
ー
ス
ク

ー
ル
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
審
議
会
で
は
様
々
な
討
論
会
等

が
設
け
ら
れ
、
議
事
録
作
成
の
た

め
に
職
員
が
録
音
テ
ー
プ
を
利
用

し
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
録
音
テ

ー
プ
に
対
し
て
、
既
に
行
政
機
関

情
報
公
開
法
に
基
づ
く
開
示
請
求

が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
東
京
地

裁
、
東
京
高
裁
で
は
、
録
音
テ
ー

プ
も
組
織
共
用
文
書
で
あ
り
、
情

報
公
開
法
の
対
象
に
な
る
と
い
う

前
提
に
立
ち
、
判
決
を
出
し
て
お

り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
自
治
体
に

お
い
て
も
、
組
織
共
用
文

書
を
対
象
と
し
て
い
る
情

報
公
開
条
例
の
下
で
は
、

職
員
が
録
音
し
た
テ
ー
プ

も
組
織
共
用
文
書
で
あ
り

公
文
書
で
あ
る
。
録
音
テ

ー
プ
に
記
録
さ
れ
て
い
る
個
人
情

報
は
、
保
有
個
人
情
報
と
し
て
個

人
情
報
保
護
条
例
の
対
象
に
該
当

す
る
と
考
え
る
べ
き
で
す
。

▼
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
情
報

議
会
が
保
有
す
る
個
人
情
報
に

つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
は

「
保
有
の
制
限
」。
議
会
は
、
事
務

に
必
要
の
な
い
個
人
情
報
を
、
そ

も
そ
も
保
有
し
て
は
い
け
な
い
。

つ
ま
り
必
要
の
な
い
個
人
情
報

は
、
取
得
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ

れ
が
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
す
。

様
々
な
申
請
書
や
届
出
書
を
提

出
し
て
も
ら
う
場
合
、
本
当
に
必

要
最
小
限
の
個
人
情
報
だ
け
の
記

入
と
な
っ
て
い
る
か
検
討
が
必
要

で
す
。
過
去
か
ら
の
慣
例
で
、
不

必
要
な
個
人
情
報
を
記
入
さ
せ
て

い
な
い
か
。
性
別
や
本
籍
等
の
情

報
は
必
要
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
記
入
さ
せ
て
い
な
い
か
な
ど

を
吟
味
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
人
格
そ
の
も
の
や
基
本

的
人
権
を
侵
害
す
る
危
険
性
の
あ

る
、
い
わ
ゆ
る
「
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ

情
報
」
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
取

り
扱
う
必
要
が
あ
る
た
め
、
必
要

最
小
限
の
情
報
収
集
に
と
ど
め
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

▼
議
会
図
書
館

「
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
情
報
」
に
つ

い
て
は
、
議
会
図
書
館
に
も
関
係

し
て
き
ま
す
。
入
館
記
録
等
は
、

個
人
情
報
保
護
の
面
で
注
意
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
館
外
の
貸
出

し
を
認
め
ず
、
館
内
の
み
で
閲
覧

す
る
場
合
に
は
、
氏
名
や
住
所
な

ど
の
記
載
を
求
め
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
必
要
の
な
い
個
人
情
報

を
収
集
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
図
書
館
利
用
者
の

統
計
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
議
員
、

議
会
事
務
局
職
員
、
執
行
機
関
の

職
員
、
一
般
の
来
室
者
の
区
分
だ

本
年
１
月
２５
、
２６
日
に
開
か
れ
た
第
５４
回
全
国
市
議
会
事
務
局
職
員

研
修
会
の
講
演
の
う
ち
、
宇
賀
克
也
・
東
京
大
学
大
学
院
教
授
の
講
演

要
旨
を
掲
載
し
ま
す
（
講
演
録
は
３
月
３１
日
付
で
全
市
に
送
付
済
）。

（
３
面
に
続
く
）

議
会
に
お
け
る

情情
報報
公公
開開
とと
個個
人人
情情
報報
保保
護護

東
京
大
学
大
学
院
教
授

宇
賀
克
也

氏
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け
の
記
載
で
事
足
り
ま
す
。

他
方
、
館
外
へ
の
貸
出
し
を
認

め
て
い
る
場
合
、
貸
し
出
し
た
図

書
が
返
却
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に

連
絡
を
取
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
連
絡
先
の
情
報
を
取
得
す
る

こ
と
は
必
要
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
い
か
な
る
図
書
を
利
用
し
た

か
は
、
思
想
信
条
に
関
す
る
セ
ン

シ
テ
ィ
ブ
情
報
と
な
り
、
慎
重
な

取
扱
い
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

▼
議
案
・
議
事
録
と
個
人
情
報

次
に
滞
納
家
賃
の
支
払
い
請
求

訴
訟
の
提
起
、
損
害
賠
償
な
ど
の

議
案
に
お
い
て
、
滞
納
者
の
氏

名
、
住
所
、
滞
納
金
額
、
連
帯
保

証
人
の
氏
名
等
が
議
案
に
載
っ
て

い
る
場
合
に
ど
う
す
る
の
か
。
こ

う
し
た
も
の
が
議
事
録
に
そ
の
ま

ま
載
っ
て
し
ま
う
、
あ
る
い
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
載
っ
て
し
ま
う

と
い
う
こ
と
で
い
い
の
か
と
い
う

問
題
が
あ
り
ま
す
。
委
任
専
決
処

分
に
つ
い
て
は
、
賠
償
金
額
等
が

小
額
で
あ
れ
ば
、
議
案
に
個
人
名

を
含
め
な
い
で
上
程
す
る
こ
と
を

議
会
が
承
諾
し
て
い
る
例
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
行
政
監
視
機
関
と

し
て
の
議
会
の
機
能
に
照
ら
せ

ば
、
個
人
情
報
も
議
案
に
含
め
る

こ
と
が
原
則
に
な
っ
て
き
ま
す
。

一
方
で
、
議
会
に
よ
る
チ
ェ
ッ

ク
機
能
の
充
足
と
い
う
目
的
を
超

え
て
個
人
情
報
を
公
表
す
る
こ
と

は
望
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
た
し

か
に
会
議
録
・
委
員
会
記
録
は
、発

言
を
そ
の
ま
ま
記
載
す
る
の
が
原

則
で
す
。
た
だ
し
、
議
会
審
議
に

お
い
て
は
個
人
名
を
そ
の
ま
ま
述

べ
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
例
え

ば
イ
ニ
シ
ャ
ル
に
し
て
、
会
議
録

や
ウ
ェ
ブ
上
で
も
そ
の
イ
ニ
シ
ャ

ル
で
記
載
す
る
な
ど
の
方
法
で
、

個
人
情
報
保
護
と
議
会
の
チ
ェ
ッ

ク
機
能
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
こ

と
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。ま
た
、傍
聴
者
に
提
供
す
る

資
料
は
、
個
人
識
別
情
報
の
部
分

を
伏
せ
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

最
近
で
は
、
議
会
の
委
員
会
審

議
な
ど
も
、
地
元
の
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
で
生
中
継
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。横
浜
地
裁
相
模
原
支
部

で
約
２
年
前
に
出
さ
れ
た
判
決
で

す
が
、
個
人
が
識
別
さ
れ
る
よ
う

な
映
像
に
つ
い
て
、
本
人
の
同
意

な
し
に
そ
の
ビ
デ
オ
を
販
売
し
た

こ
と
が
神
奈
川
県
個
人
情
報
保
護

条
例
違
反
と
さ
れ
た
ケ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
。
職
務
を
行
っ
て
い
る
議

員
は
い
い
の
で
す
が
、
偶
然
、
傍

聴
者
が
映
っ
て
し
ま
い
、
個
人
が

識
別
さ
れ
る
よ
う
な
部
分
が
報
道

さ
れ
る
場
合
に
は
注
意
が
必
要
で

す
。

総
務
省
は
３
月
１４
日
、
東
京
・

都
道
府
県
会
館
で
「
平
成
１８
年
度

地
域
づ
く
り
総
務
大
臣
表
彰
式
」

を
行
っ
た
。

こ
の
賞
は
、
地
域
の
個
性
豊
か

な
発
想
を
活
か
し
た
魅
力
あ
ふ
れ

る
地
域
づ
く

り
で
顕
著
な

功
績
の
あ
っ

た
地
方
公
共
団
体
や
地
域
づ
く
り

団
体
等
に
贈
ら
れ
る
。

１８
年
度
は
こ
れ
ま
で
の
「
地
域

振
興
」「
国
際
化
」「
情
報
化
」

に
加
え
、
新
た
に
「
個
人
」
部
門

を
創
設
。
計
４
部
門
で
２７
団
体
、

４
人
が
受
賞
し
た
。

こ
の
う
ち
市
の
関
係
で
は
、
地

域
振
興
部
門
で
大
垣
市
、
国
際
化

部
門
で
大
牟
田
市
、
情
報
化
部
門

で
狭
山
市
、周
南
市
、八
代
市
の
計

５
市
が
受
賞
し
た
。
当
日
は
、
菅

義
偉
・
総
務
大
臣
の
代
理
と
し
て

出
席
し
た
、大
野
松
茂
・
総
務
副
大

臣
か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

受
賞
し
た
取
り
組
み
の
概
要
は

総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

（http

�//www
.soumu.go.jp/s-

news/2007/070216_8.html

）

本
会
の
北
海
道
部
会
か
ら
九
州

部
会
の
９
地
方
部
会
は
４
月
上
旬

か
ら
６
月
上
旬
に
か
け
、
総
会
を

開
催
す
る
。
各
部
会
新
会
長
等
を

選
任
す
る
ほ
か
、
本
年
６
月
１９
日

の
本
会
第
８３
回
定
期
総
会
に
提
出

す
る
要
望
議
案
等
を
決
定
す
る
。

各
部
会
総
会
の
開
催
日
と
主
催

市
は
次
の
と
お
り
。

▽
北
海
道
�
５
月
２９
日

紋
別
市

▽
東
北
�
４
月
５
日

秋
田
市

▽
北
信
越
�
４
月
５
日

金
沢
市

▽
関
東
�
６
月
７
日

水
戸
市

▽
東
海
�
４
月
１０
日

名
張
市

▽
近
畿
�
４
月
１３
日

羽
曳
野
市

▽
中
国
�
５
月
３０
日

倉
吉
市

▽
四
国
�
５
月
３１
日

松
山
市

▽
九
州
�
６
月
７
日

長
崎
市

全
国
市
議
会
議
長
会
産
炭
地
域

振
興
協
議
会
（
会
長
�
藤
田
次
夫

・
大
牟
田
市
議
会
議
長
）
ほ
か
関

係
団
体
で
組
織
す
る
産
炭
地
域
六

団
体
連
絡
協
議
会
（
世
話
人
�
高

橋
は
る
み
・
北
海
道
知
事
）
は
３

月
２０
日
、
東
京
・
都
市
セ
ン
タ
ー

会
館
で
臨
時

総
会
を
開

き
、
連
絡
協

議
会
の
解
散
を
決
定
し
た
。

連
絡
協
議
会
は
本
会
協
議
会
は

じ
め
、
北
海
道
・
福
岡
・
長
崎
・

熊
本
の
各
道
県
の
旧
産
炭
地
域
の

首
長
や
議
会
で
結
成
し
た
▽
産
炭

地
域
全
国
道
県
知
事
連
絡
協
議
会

▽
石
炭
対
策
全
国
道
県
議
会
連
絡

協
議
会
▽
全
国
鉱
業
市
町
村
連
合

会
▽
全
国
市
長
会
産
炭
地
都
市
振

興
協
議
会
▽
全
国
石
炭
鉱
業
関
係

町
村
議
会
議
長
会
―
―
の
６
団
体

で
構
成
。
昭
和
４７
年
２
月
の
設
立

以
来
３５
年
余
に
わ
た
り
、
石
炭
鉱

業
の
安
定
、
産
炭
地
域
振
興
、
鉱

害
復
旧
等
の
各
対
策
の
推
進
を
図

る
た
め
活
動
し
て
き
た
。

し
か
し
、
１３
年
度
末
に
「
石
炭

鉱
業
構
造
調
整
臨
時
措
置
法
」
な

ど
の
、
い
わ
ゆ
る
「
石
炭
関
係
六

法
」
が
失
効
。
同
六
法
の
失
効
後

は
、
５
年
間
の
激
変
緩
和
措
置
が

講
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
同
措
置
も

１８
年
度
末
で
終
了
す
る
。
こ
の
た

め
、
本
年
３
月
末
日
で
の
連
絡
協

議
会
解
散
を
決
定
し
た
。

能
登
半
島
地
震
で

３３
市市
にに
災災
害害
救救
助助
法法
適適
用用

３
月
２５
日
に
発
生
し
た
能
登
半

島
地
震
に
よ
り
、
家
屋
の
倒
壊
な

ど
多
数
の
被
害
が
生
じ
た
。
こ
の

た
め
、
石
川
県
は
２５
日
、
七
尾
市
、

輪
島
市
、
珠
洲
市
な
ど
３
市
４
町

に
災
害
救
助
法
を
適
用
し
た
。

緊緊
急急
要要
望望
をを
実実
施施

能
登
半
島
地
震
災
害
の
発
生
に

伴
い
、
本
会
の
建
設
運
輸
委
員
会

（
委
員
長
�
平
舘
幸
雄
・
釜
石
市

議
長
）
と
地
方
財
政
委
員
会
（
委

員
長
�
山
田
幸
典
・
恵
那
市
議

長
）
は
３
月
２７
日
、
緊
急
要
望
を

決
定
。
内
閣
府
な
ど
関
係
方
面
に

対
し
、
被
災
者
の
生
活
再
建
支
援

対
策
や
特
別
交
付
税
等
に
よ
る
十

分
な
財
政
支
援
措
置
を
行
う
よ
う

求
め
た
。

緊
急
要
望
の
内
容
は
本
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

地地
方方
部部
会会
総総
会会
開開
催催
へへ

産
炭
六
団
体
連
絡
協
が
解
散

本
年
３
月
末
日
で

１８年度

地
域
づ
く
り
総
務
大
臣
表
彰

２７
団
体
・
４
人
が
受
賞

表
彰
式
の
も
よ
う
。
左
は

大
野
松
茂
・
総
務
副
大
臣

建建
運運
委委

地地
財財
委委
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平成１８年中定例会の意見書・決議の議決状況
【 】内は小計

決 議
【公害・環境保全】 【 １６６】 【 １２】
○トンネルじん肺根絶の抜 ４７ ―
本的な対策
○違法森林伐採への対応 ３４ ―
○全国森林環境税の創設 ３２ ―
○その他 ５３ １２
【建設・運輸・郵政・国土保全】【５９４】 【 ２３】
○地方の道路整備の促進等 ２７９ ６
○道路特定財源制度の堅持 １１０ ―
○日本郵政公社の集配局再 ７９ ―
編計画の反対
○ＪＲ北海道・四国・九州 ３６ １
・貨物各社への支援継続
○構造計算書偽装問題の被 ２０ ―
害者救済等
○その他 ７０ １６
【労働・商工】 【 ７２８】 【 ２】
○出資法および貸金業規正 ４１０ ―
法の改正
○公共工事の建設労働者の ７３ ―
適正な労働条件確保
○「マザーズサロン」設置 ４８ ―
の早期実現
○最低賃金の引き上げ ４５ ―
○ＪＲ不採用問題の早期解 ３３ ―
決
○季節労働者の特例一時金 １７ ―
の現行維持
○中小企業金融の安定化 １４ ―
○雇用・就業対策の拡充強 １３ ―
化
○その他 ７５ ２
【警察・防災・消防】 【 ４１】 【 ７５】
○自然災害での被災者支援 ７ ―
○飲酒運転の撲滅 ２ ６１
○その他 ３２ １４
【外交・防衛・国際関係】 【 ２３５】 【 ６７】
○基地対策予算の増額等 ８６ ―
○在日米軍再編計画案反対 ３０ １０
○北朝鮮による拉致問題の ２３ ―
全面解決と早期解決
○その他 ９６ ５７
【社会・くらし】 【 ５９２】 【 １４】
○総合的な少子化対策の充 １２０ ２
実
○障害者自立支援制度の抜 １２６ １
本的改善
○「法テラス」の更なる体 ９４ ―
制整備・充実
○「仕事と生活の調和推進 ５３ ―
基本法」の制定
○介護保険制度の改善 ２９ ―
○最低保障年金制度の創設 １８ ―
○子育て支援施策の拡充 １６ ―
○児童扶養手当の減額率の １５ ―
緩和
○その他 １２１ １１
【その他】 【 ３１】 【 ２５】
○防衛施設庁の官製談合の １９ ―
全容解明
○その他 １２ ２５
【総合計】 【 ４２５８】 【 ２９１】

※各市議会から任意に送付された平成１８年中の定例会を中心に議決された意見書・決議の写しをもとに作成

意見書件 名決 議
【税・財政】 【 ２３３】 【 ７】
○地方税財政の充実・強化 １１７ ―
○各種控除縮小の反対 ４３ １
○地方分権改革の推進 ３５ ―
○「事業仕分け」による行 １８ ―
財政の効率化
○その他 ２０ ６
【地方行政・議会・選挙】 【 ８７】 【 ３４】
○公共サービスの拡充 ２２ ―
○国勢調査制度の改善 １７ ―
○議会制度改革の早期実現 ６ ―
○その他 ４２ ３４
【医療・保健衛生】 【 ６４８】 【 １１】
○医師・看護職員確保対策 １１３ ８
の充実
○「脳脊髄液減少症」の研 １０６ ―
究・治療の推進
○ドクターヘリの全国配備 ７２ ―
へ新法制定
○医療制度改革での国民負 ４８ ―
担増の反対
○リハビリテーションの診 ４５ ―
療報酬制度の調査と改善
○療養病床の廃止・削減の ４２ ―
中止
○乳幼児医療費無料制度の ３５ ―
創設など
○肝炎問題の早期全面解決 ２８ ―
○難病医療費の公費負担適 ２０ ―
用範囲の現行堅持
○「進行性化骨筋炎」の難 ２０ ―
病指定
○「がん対策推進法」の早 １７ ―
期制定
○地域の医療提供体制の充 １２ １
実
○その他 ９０ ２
【教育・文化】 【 ４０５】 【 １５】
○義務教育費国庫負担制度 １５９ ―
の堅持等
○少人数学級の早期実現 ６８ ―
○私学助成制度の拡充 ３９ ―
○教育基本法改正の慎重審 ３２ １
議等
○教育予算の拡充 １５ ―
○その他 ９２ １４
【農林・水産】 【 ４９８】 【 ６】
○米国産牛肉の拙速な輸入 １５４ ―
再開の反対等
○森林・林業・木材関連産 ８４ ４
業政策の推進等
○ＷＴＯ農業交渉での上限 ４７ ―
関税の導入反対
○抜本的な都市農業振興策 ４６ ―
の確立
○日本と豪州との２国間自 ４５ ―
由貿易協定反対
○品目横断的経営安定対策 ３７ ―
の対象要件の拡大
○農地・水・環境保全向上 １５ ―
対策の円滑な推進
○その他 ７０ ２

意見書件 名
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